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2025年度地域相互協力図書館館長及び主務者の集いを開催  

「坂戸市立図書館：楽しもう！図書館を使った調べる学習コンクール 

応援講座」に学生アドバイザーが参加  

1階改装による休館 

 

 ■ 

 

■   

オープンキャンパス 

7月（7/19） 図書館見学者 247名、 キーワードラリー参加者 102名 

図書館見学（7/3、16）  

高校生他61名 

 

「少年の日の思い出」の思い出 
                       理学部 助教  宇賀神 篤   

 ヘルマン・ヘッセの短編小説「少年の日の思い出」。優等生の隣人の大切にしている標本を壊してし

まった子ども時代の苦い記憶が語られる，中学校の国語の教科書でお馴染みの作品です。もちろん私も中

学生時代に読んだ（読まされた）わけですが，当時とても不思議に思ったことがあります。語り手とその

隣人の趣味が「チョウ集め」であるにもかかわらず，クライマックスで登場する標本はクジャクヤママユ

という大層立派な「ガ」なのです。これは一体どうしたことでしょう……。 

 ご存知の方もいらっしゃるとは思いますが，原作のドイツ語ではチョウもガも"Schmetterling"と呼び

区別しません。フランス語でも"Papillon"と呼んで区別しません。一方で，ヨーロッパの言語同士なのに

英語では"Butterfly"と"Moth"で区別するのが興味深かったりするわけですが，それはさておき。した

がって，ドイツ語的には「チョウ集め」で「ガ」を大切にしていても何もおかしなことではないのでしょ

う。 

 チョウとガの区別は学術的にもかなり微妙です。どちらも鱗翅目というグループに属しています。その

中の特定の小グループの昆虫を「チョウ」と呼び，それ以外を「ガ」と呼ぶのが慣例ですが，「チョウ」

グループに見た目は明らかに「ガ」の特徴を持つメンバーがいたり（遺伝子を調べると確かに「チョウ」

グループ），そもそも「ガ」グループが側系統群という不自然な分け方の産物だったりします。ところで

蝶と蛾という単語はいつ頃から日本語に存在していたのでしょうか？詳しい先生がいらっしゃいましたら

是非ご教示いただければ幸いです。 

 もしかしたら，サケとマス（salmonとtrout），ワシとタカ（eagleとhawk）も似たような関係かもし

れません。残念ながら魚類や鳥類は専門外につき迂闊なこと

は書けませんが，少なくともこれらを区別しなかった場合，

「サザエさん」でノリスケ・タイコ夫妻の愛息イクラちゃん

の真の父親が誰なのか非常にデリケートな問題が生じそうで

すし，福岡と仙台のプロ野球チームのファンの方々は困って

しまうかもしれませんね。 

図書館彙報  

図書館員のおすすめ 1階 月別展示 

・ 

今年もこの季節がやって来た！ 

10月9日(木)開催のビブリオバトルを控え 

歴代の発表本をズラリと展示します。 

時間：4限 15:40～17:25 
開催方法：オンライン 
 

発行：城西大学水田記念図書館 
〒350-0295 
埼玉県坂戸市けやき台1-1 

TEL:049-271-7736 
FAX:049-286-8126 

mail：library1＠josai.ac.jp 
URL:  https://ibopac.josai.ac.jp/  

 P. 1 巻頭言 P. 2 図書館×研究室コラボ展示 P. 3 アドバイザー通信 
 P. 4 図書館員のおすすめ、研究室訪問、インフォメーション  

紹介された本は、10月中カウンター前に

展示します。 

『少年の日の思い出 : ヘッセ青春小説集』 

 (草思社文庫) ヘルマン・ヘッセ著 ; 岡田

朝雄訳 草思社  

 

図書館 
公式X  

図書館HP 
オンライン

相談 

図書館HPや公式Xでは、役立つ情報をお知らせし
ています。また、図書館員がオンラインでも資料
の相談を受け付けています。 
 

研究室訪問 

 今年度4月より本学に着任された先生より、図書購入リクエストをいただい

たことをきっかけに、今回の訪問につながりました。 

 お伺いした先生の「分子生理学研究室」は、JOSAI HUB（23号館）の7階、

窓から図書館棟がすぐ近くに見える位置にあります。図書館については、「着

任前に想像していた以上に多方面で活動していて驚いた」とうれしいお言葉を

いただきました。また、ジャーナルに関しても、「研究に必要な専門分野の論

文を数多く読むことができ、非常に助かっている」とのことでした。 

 研究内容についても、大変わかりやすくご説明いただきました。現在は「カ

ブラハバチ」という、人を刺さない蜂の研究をされているそうです。先生のお

人柄がとても気さくで、お話も興味深く、図書館員一同、楽しく有意義な時間

を過ごすことができました。 

 「カブラハバチ」にご興味のある方は、ぜひ図書館の資料などで調べてみて

ください（もちろん先生へお尋ねすれば、きっと丁寧にご説明いただけると思

います♪）。 

インフォメーション 

 

会場 図書館 

15:40  
START 
 

制限時間5分間でおすすめの本を 

紹介しあう書評ゲーム。 

観客は一番読みたくなった本に 

投票し、「チャンプ本」を決めます。 

～あなたの1票でチャンプ本が決まる～ 

詳細 

全
員
の 

発
表
を
聞
い
て 

投
票
し
て
ね
！ 

 
図書館改装工事による長期休館のお知らせ 

7月30日（水）～9月28日（日） 

図書館１階改装工事のため、 
上記期間（坂戸本館）につきましては 
休館とさせていただきます。 
休館中の図書館サービスの 
ご利用につきましては 
二次元バーコードよりご確認ください。 

飼い猫のまるを愛おしそうにみつめる養老先生のやさしいま

なざしをみて、思わず手に取って読み始めました。 断然犬

派の私ですが、猫との暮らしもなんと心豊かに過ごせるのか

と思いました。死んでしまったまるを思い出して書かれたもの

なのに悲しみというよりも、まるに対する愛情で満ち溢れて

いて、心が温かくなる１冊です。ペットを飼っていない人にも

お勧めします。  

紹介者：中村（担当：資料管理） 

https://twitter.com/lib_josai
https://libopac.josai.ac.jp/
https://forms.office.com/r/ngsks0C7hs
https://libopac.josai.ac.jp/bibliobattle2025.html
https://libopac.josai.ac.jp/top/images/whatsnew/20250701.pdf
https://libopac.josai.ac.jp/top/whatsold6.htm#250825


アドバイザー通信    

第29回ライブラリーラウンジ 

「ロコモティブシンドロームと筋肉の理解」を開催しました  

6月19日（木）、第29回ライブラリーラウンジを開催し、学生、教職員

合わせて21名が参加しました。今回は、ロコモティブシンドローム防止

の研究をされている経営学部教授・石倉恵介先生を講師にお招きしまし

た。ロコモティブシンドロームとは、筋肉や運動能力が低下し、日常生

活に支障をきたす症状です。参加者は先生の指導のもと、体力テストを

行って自分の筋力を知り、実生活に役立つトレーニング方法などを学び

ました。 

今回のライブラリーラウンジは、体力

テストで自分の筋力を理解し、筋肉量

を測定後、実生活に活かすための筋力

トレーニングを実践できるイベント 

として企画しました！最初は苦痛と 

感じる運動でも、周囲で励まし合い 

最後まで全員で取り組むことができ 

ました。参加して下さった方々も筋力

の低下の予防に

ついて理解して

くれたことと 

思います。 

 

経営学部4年 

幡谷  

開催後記 

坂戸市立図書館主催ワークショップで講師を務めました  

ビブリオバトル2025 in 高麗祭 

ビブリオバトルとは制限時間5分
間でおすすめ本を紹介し合う書評
ゲーム 。みなさんの1票でチャン
プ本が決まります！ 
高麗祭期間中に坂戸キャンパス 
高麗祭ステージで 
行いますので、ぜひ
お越しください。 
 

バトラー募集中→ 

城西短期大学 

田渕先生「プレゼンテーション演習」連携 

城西短期大学 田渕敬光先生「プレゼン
テーション演習」とのコラボ展示を、1階
にて実施しています。 学生が自らの「推
し」を紹介するために作成したプレゼン資
料とともに、関連書籍を紹介しています。 

担当した学生アドバイザーの意見・感想 

小学生に分かりやすく伝えるために工夫したことは？ 

・専門用語を使わず、分かりやすい言葉で説明した。 

・何をイメージしてどんな構成で書きたいのかを汲み 

 取ること。 

 

この講座を担当して感じたこと、得たこと 

・4、5、6年生の児童は、自分の興味関心がしっかり 

 あって凄いと感じた。 

・小学生が自分で調べた事や見た事などを楽しそうに 

 話してくれた時は嬉しかった。 

・アイスブレイクも楽しそうに行っていて、良かっ 

 た。 

・手が止まっている子に対してアドバイスしたら、 

 理解して手が動き始めた事が嬉しかった。 

2024年度も大盛況でした。 

今年もみなさまのご来場をお待ちしています。 

 見に来てね 

坂戸市立図書館において「楽しもう！図書館を使った調べる 

学習コンクール応援講座」のワークショップが開催されまし

た。3年目となる本講座は、7月30日（水）、7月31日（木）、

8月1日（金）、8月7日（木）、8月21日（木）の5日間、学生 

アドバイザーが講師となり、本の探し方、調べ学習の取り組み

方やまとめ方について小学生をサポートしました。 毎回講座の

はじめに、アイスブレイクを実施して楽しく学習できるような

雰囲気づくりをしたことで、小学生との距離が縮まり仲良く 

学習できました。  

 
学生の「推し」について

の本や「推し活」に関連
する本を展示しています 

みんなの 
「推し」を 
募集中！ 
夢中になって
いることを
ボードに書い
て教えてね！ 

https://libopac.josai.ac.jp/top/whatsold6.htm#250612_2
https://forms.office.com/r/ATC8sNMsWL?origin=QRCode

